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自f
j

や

何

等

刺
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を

有

た

^

い
職̂
 

R

幽

す.
る
部
分
に
猶
し
.て
は
提
に
容
.

隊
す

る

*

利
を
持 

た
ぬ
。
I t

自
己
の
關
係
す
る
部
分
に
對
し
て
?0
み
議
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«

を
持
つC

故
に「

「

入
；

M

」

：

i

ふ
代

b

に「

利
德 

關
係
：
' 0

數
だ
炒
の
投
麗
權
、
即
ち
ー
刹
害
杧
對
し
て
マ 

m

l

 

€
云
ふ
こ
マ

」
に
^

る
:;
0
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五
寅)

> 

.

以
土
大
體
に
於s

 

.て
コ
：j

ル
が
所
論
の
■
本
を
説
明 

し
将
た
S

見
倣
す
こ̂

が
出
來
ゃ
3

0

M

R

氏
が
唯
翁 

史
.

觀
を
排
. L
V

人
間
：の
意
撒
が
な
分
れ
ば
«

«

は
法
;(
:

 

な
い
ご
云
ふ
立
場
？
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四

六

頁

以

下

)「

社

喻

濰

織 

の
目
的
は
物
質

'-
^

能
率
の
み
で
は
な
' 

ズ
满
の
す
，パ

て
の
广 

龃
成
員
の
充
分
な
る
自
己
表
观
に
ぁ
る
。」 (
一ー0
,

八
寅
> 

ぐ
し
推
定
し
、

> 

J

 

>
に 

ー
* 0

社

會

體

系?:
-
撒

か

ん

ヒ

し

た 

試
み
が
即
ち
本
#

1

卷
で
あ
る
。

.

へ
梭
の
1 *

述
ミ
€

1

1§
5

,

0

1

1

^

0

^

€

1* i
n

.g:
-
u
s
t
r
y
、

は
上 

述
.の
如
き
社
會
^

對
す
.
る
舰
念
の
.上
^
立
つ

て
®
代
產
，

:

業
狀
.耀
を
批
货
し
ノ 
.

是
か
■

救
濟
.

策
を
提
供
し̂

も
の
ぐj

ノ
， 

_
嬸

1
VM
A

見
做
す
こ
と
亦
，出
來
る
だ
ら
，フ
。
典
ー
部
分
は
す
で̂ 

N
e
w

 Statesman, D
ai
l
y Herald, Venturer, G

u
i
l
d
s
m
a
n

，其
の
他
^
發
表
し
た
も
の
で
ぁ
る
が
、

.

一
怨
を
通
じ
て 

，
全
然
統
.

一.

を
缺
い
て
居ふ

！！

で
は
な
い
。
即
ち
第
一
章 

\

ス
ラ
ト
ィ
キ
の

原
因
、
第
二
章
產
業
の
動
機
の
ニ
章
は 

\

現
在
産
業
制
度
の
內
部
に
於
け
る
缺
陷
を
指
摘
し.、
© 

人
が
產
業
に
従
事
す
る
動
機
は
貪
慾
や
恐
怖
か
ら
で
は 

■:
:な
く(

自
曲
摩
仕
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
を
カ
說
し 

:

て
居
;̂
。
更
忙
第
1
1
1
章
利
益
分
配
の
改
造
に
於
て
戰
時 

'
ヰ
め
政
策
令
批
鉀
し
第
四
章
妃
て
ギ
ル
ド
制
搜
に
依
る 

I

解
釋
を
論
じ
、
次
德
に
ギ
ル
ド
社
會
主
_
の«

に̂
赴 

j . 
く
こ
ど
.を
敍
し
ヽ
第
五
章
以
下
第
九
章
逛
は
重
に
產
業 

I

の
生
產
铺
方
':
®
め
傾
向
を
論
.じ
て
居
る
。
即
ち
炭
鑛
、鐵 

道
、機
械
、
造
».
.
-、紡
績

、
連

築

.等

^

於

け

る

實

際

問

題

を 

パ
翁
じ
、
第
十
章
及
び
第
千
一
章
は
分
配
及
び
浪
費
の
方 

,
:面
を
.說
明
し
て
居
を
。
最
後
の
章
に
於

S

て
蓊
^
は
眞 

の
階
級
爭
圃
は
勞
働
ヾ

」

«
ホ
ビ
の
間
で
.は
な
く
し
て
、

\
「

今
日
の
產
：築
坭
並
^

妣̂
會
：に
於
け
る
»
の
罅
隙
は
、• 

一
方
筋
肉
的
精
神
的
の
兩
方
面.の
勞
働
漭
ど
、
他
方
賢 

.主
•や
金
持
€
云
.ふ
や
ぅ
な
*
ビ
の
_
の
罅
隞
で
あ
る
0

」 

(

|1四
$
質)

即
ち
廣
義
の
”勞
働
漭
ぞ
：所
謂
有
產
者
階
.

： 

M 1
S
の
對
立
で
あ
る
.̂

じ
て
©:
る
。
是
等
す
べ
で
の

« 

決
方
法
.は
す
で
に
前*
し
た
や
ぅ
に
、¥•
ダ
4

あ
る

0 

著
者
の
此
の
跋
想
|を
3£
:
校
知
ら
ん
:̂

欲
す
石
*
ば
棋
頭 

R
.揭
7
た「

勞

働

处

面

乘

」

及

び「

產

業

自

治

」

の
一
一
著
を 

繙
知
な£

れ
ば
な
レ
ぬ
い
。
本
書
に
は
^
^
次
ぎ
の
ご 

间
办
做
錄
が
添
ぺ
て
あV
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■
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は
たMeBorandum 
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n
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つ
て
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&
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>
T
h
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e
r

ursll-ŝ
ctprbvs

o-ns 、

で
あ
る
。

以
上
の
紹
介
は
餘
卜
に
獅
略
で
あ
る
が
、
略
々
本
書 

が
如
何
^
る
も
篆

’*,
各
か
を
窺
ふ
応
^
M
h
y
を
を
思 

‘ふ
.。
#
す
るに

!
？

等
が
.最
疲
0
理
_
漱
方
面
を
掷
&
ん 

:
撕
ャ
酿 §

C

H :

H

S:
:

'

斬
紙
^

と
欲̂

ふ
# .

に̂

「

社
#

學‘誠
：
1

を
、
其
め
政
縱
的
ガ
. 

而
k

興
敗
を
持
れ
れ
る
者
に
はr
歷
業
'

界
0

混
亂
ビ
秧 

序
し
を
一
讀
發
ん
こ
と
ヒ
靠
む
る
ネ
の
で
あ
る
0

(

野
衬
兼
太
郞)

.

聲
伏
高
信
氏
著
ギ
ル
ド
社
會
主
義
第
一
卷
：

.
四
六
版
一

一

八

六
页
假
裝
洚
愤
金
豎
關
九
拾
錢

,
ギ
ル
ド
社
會
主
義
が
英
國
R
於
て
唱
遒
さ
れ
た
の
は 

「

_

で
お
る
が
如
ぐ
"
•

か
ら
日
本
に
傅
つ
た
の
も 

|'.'
.

最
赴
0
事
で
ぁ
る
#

し
集
硏
羝
な
り
"紹
介
な
り
は
甚 

M
盛
で
お
つ
て
、
旣
R
コ
ー
ル
某
他
の
ギ
ル
ド
ft
會
主 

_

化
關
す
を
著
.作
で
我
&
に
*

輝
S
れ
ヽ
抄
_
さ
れ
れ
_

I

も
の
は
、
三
四
に
止
も
ら$
や
ぅ
で
ぁ
を
。
室
伏
氏
は 

‘
從
來
此
社
會
主
猶
を
最
も
深
く
又
廣
く
硏
究
さ
れ
た
一 

人
ヤ
ぁ
つ
て
、
典
の'主
幹
す
る
月
利
雜
誌「

批
評」

に 

ば

®
々
苽
の
筆
は
ま
る
級
：介
的
論
文
が
载
せ
ら
れ

p.©

.

つ
た
ひ
本
瞥
_
衡

漱

の

斷

片

的

敗

介

か

ら

綜
#
的
紹
#
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>
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新
刊
紺
介 

に
進
み
、
更
に
犟
純
：な
る.紹
介
忆
止
免
ら
中
、
批
評
に 

入
ら
う
と
す
る
目
的
を
以
て
、
^
作
さ
れ
た
や
う
に
見 

:

受
け
ら
れ
る
。
第
一
卷
ば
な
序
論
の
外
に
、
ギ
ル 

ホ
社
會
：主
義
の
創
生
ビ
同
主
義
の
：
®
設
^

就

て

の

ニ

章 

か
ら
成
り
、
創
生
編
に
於
で
は
、：
.
.ォ>
-ゥ
：
エ
ン
、
'
キ
ー 

y
ス
に
ま
で
遡
り
、

v
集
產
主
義
や
、
：®f
tl
:
#
主
義
ど
ギ 

.ル
，ド
社
會
主
義
ビ
の
關
係
を
說
明
し
、
建
設
編
に
於
て 

は
ギ
ル
ド
が
如
何
に
し
て«
成
さ
れ
る
か
.ギ
ル
、ド
社
會 

主
義
の
實
際
連
動
は
如
侧
な
る
狀f
f
i
に
居
る
か
ビ
云
ふ

g

-

f

c

K

w

L

T

'g
-

s

。;1
-'
:
''
-;
^

.
:
:
室

伏

氏
0
新
著
は
激
册
を
以
て
完
結
す
る
％
の
で
ぁ 

る
か
、
之
を
.知
ら
な
い
。：第

r

卷
だ
け
で
は
、
未
完
成 

品
た
る
を
免
か
れ
な
い
が
、
從
來
我
國
.に
飜
譯
紹
介
3 

れ
た
ギ
ル
ド
社
俞
主
義
の
硏
究
で
、
比
較
的
纏
ま
'つ
て 

居

る

：の

は

、n
.
.
l
ル
の「

產
業
k
於
.け
る
自
治」

位
の 

も
の
で
あ
ら
う
o
其
れ
で
も
如
何
に
し
て
此
主
li
が
起 

つ

た

公

の

で

あ

る

か

？
他

，の

®

會

主

義

と

如

何

な

る

‘、

_

第

九

瞵1

五
〇

係
が
あ
る
か
S
云
ぶ
や
う
な
'鹰
史

的

.研

究

に

缺

け

て

居

る
。
さ
う
す
れ
ば
邦
文
で
此
新
思
想
を
徹
底
的
に
研
究

し
や
う
と
す
る
人
々
に
取
つ
て
は
、
室
伏
氏
の
新
著
は'

缺
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
ビ
云
は
ざ
る
を#
な
い
。
f-
r文

は
雒
石
に
專
門
家
の
手
に
成
れ
る>」

ど
、
て
、
頗
る
流

暢
で
あ
つ
て
‘

些

の■

滯を
！
！

め
：ず

，
引

證

亦

極

め

て

陴

く
、
進
ん
で
ギ

ダ
ド
社
會
生
義
を
研
究
し
や
う
ビ
志
す
.

人
に
大
な
る
援
助
を
典
へ
る
0
室
伏
氏
が
新
瓜
想
の
紹

介
に
努
力
せ 

> っ
れ
，る

熱
心
は

吾
人
の
多
ビ
す
る
所
で
あ 

る
0

.
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堀

江

歸
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坂
ロ
品
博
士
蕃
槪
觀
世
界
史
潮

鄉
版
七
七
六H
定
似
金
ゼ
Rl
i
五
十
.̂

-

束

货

-

+波
，
带

;,
'

i發
；
行

ヽ
彳
坂
ロ
博
士
取
本
書
を
世̂
問
ぺ
S-
動
機
は
.
其
®
序 

文
に
，
一
一
一
日
へ
る
が
如
く
、

世

界

の

改

造

期

に

際

會

す

る

现 

下
の
*
書
界
に
取
b
て
特
に
缺
乏
せ
る
或
る
も
の
を
蘭

:

liaiu

す
可
き
必
要
の
切
實
に
感
せ.ら
れ
た
る
に
在
り
。
即
ち 

正
脳
な
る
知
識
に
基
きれ
る

诋
界
史
-'
0
敎

狻

是

な

り

。ン

. 

»
士
は
世
態
舉
變
の
眞
相^
し
て
誤
解
せ
ら
れ
ヽ
談
論
：
 

屢
々
架
空
に
馳
せV

事
實
の
诳
鵠
を
失
し
易
く
、
文
壇 

11
:交
共
に
尙
ほ
朱
だ
大
な
.る
時
代
に
照
應
す
る
光
彩
を 

發
取
す
る
^
免

ら

ざ

る

は

、

實

に

如

上

，の

缺

陷

與

；
つ
て 

:

概
る

大

な

る

ものぁ做せ

b
o
.
,
而
し
て
博
士
は
遠 

へ
ぐ
希
隞
の
國
民
的
文
明
ょ4
、
近
く
世
界
戰
役
及
び
世. 

界
；̂
造
に
茧
る
世
界
史
を
特
に
文
化
的
溯
流
の
'裡
に
旦 

つ
'1
!1
り
£1
'
つ
眺
め
ん
.̂
せ
'る
«
h
, 

o 

'

作
に
我
ヵ
失
靜
^

級
が
刻
下
の
.渴
を
醫
す
可
き
好
著
^
し

て「

多

年

，模
範 

的
文
化
典
籍
の
上
，梓
は
從
事

」

せ
る
岩
波
番
店
は
玆
 ̂

又
れ
其
の
出
版
界
に
對
す
る

SS

の 
一

？:
®

へ
た
b

 

W く
の
如
く
長
大
な
：る
時
.代
を
貫
き
廣
大
な
る
地
域 

に
ー
旦
れ
る
槪
«
の
全
般
を
通
じ
て
、.
之
を
檢
察
せ
ん
之 

_

と

は

菩

人

の

到

底

，企

及

し

得

る
r

に
、̂

ら
.t '

、
'■唯̂

吾 

人
は
俾
士
が
該
博
深
遠
な
；る
研
究
に
信
賴
し
て
自
家
の
：

. 

;̂
:

第

十

四

卷

(

1

H

H

五)

新刊紹介；

知
見
を
啓
か
ん
名
す
る
者
な
る
•か
、
今
些
か
此
の
大
著 

の
一
.
' 部
に
對
す
る
一
一
三
の
：私
觅
を
被
»

し
、
前
ん
で
れ 

士
の
敎
示
を
^ ;

は
ん
と
す
。乃
ち
®

人
は
第
十
七s

「

十
;
 

七
\

世
紀
に
於
け
る
思
潮」

に
就
き
て
觀
る
に
、先
、つ
甚 

だ

些

末

な

る

乙<£
:
な

が

ら

博

士

は

ホ
-ン
ブ.ス
の
著#
は
因
つ
て
ニ
名

「

レ
グ
ィ
ア
ザ
ン

」
(

一
六
五
一
年 

版
行

〕

と
名
づ
け
ら
れ
て

«
る(

三
六
六
苡

)

。

.

V
J

記
さ
れ
た
る
が

L
e
v
〗a
t
h
a
n

は

本

題

に
し

て

「

一
名 

之

れ

を

、

T
h
e
s
a
t
t
e
r
,
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.
'

0
0 
日
日on-wealth 

Eccieslasticall:. a
n
d

 

Q
v
i
L

 

y
-
>
^

っ
.

け
ら
れ
た
る
な
り
。
其
の
發
音
も「

リ
グ
ア
ィ

ア
ザ
ン
し 

:

な
る
可
し
。
：觅
ら
批
博
士
ば
^

0

1

^

5

k關
し

上
述
の
彼
の
著
密
は
即
ち
こ
の
民
主
的
苹
命
に
對
す
る

」

-®
の
抗
議 

な
り(

同
頁

)

。 

,

ビ
論
斷
せ
り
。

H
o

b
b

e
s

が
君
主
制
に
對
し
て
多
大
な 

，

る

同
情
を
有
し
、
議
會
の
主
權
を
裔
認
し
れ
る
は
™
か 

.
な
る
事
實
な
る
も
、
彼
れ
が
中
樞
の
學
說
は
®

R

法
#
 

の
-
制
，限
を
受
{

る
^

^

な
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不
可
^

不

可

分

，な

る
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